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正 体 み た り

セ
イ
ラ
ー
氏
の
攻
撃

「
米
国
の
電
力
産
業
は
い
ま
や

破
滅
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

そ
の
道
は
、
原
子
力
委
員
会
の

支
払
課
か
ら
出
た
道
で
あ
る
。

米
国
民
は
税
金
の
浪
費
を
手
を

こ
ま
ぬ
い
て
み
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。」

と
ベ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
選
出
共

和
党
の
下
院
議
員
ジ
ョ
ン
・
Ｐ
・
セ

イ
ラ
ー
氏
は
、
最
大
級
の
罵
倒
で

米
国
原
子
力
委
員
会
の
原
子
力
発

電
開
発
政
策
を
攻
撃
す
る
。

（
パ

プ
リ
ツ
タ
・
ユ
ー
テ
ィ
ソ

テ
ィ
ー
ズ

誌

一
月
十
八
日
号
）
。

こ
と
の
起
り
は
こ
う
で
あ
る
。

米
原
子
功
委
員
会

（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
は

す
で
に
今
ま
で
〓
回
も
加
圧
大
型

発
電
炉
の
秘
伝
に
関
す
る
講
習
を

開
い
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
非
公

原

子

力

発

電

開
で
あ
っ
た
か
ら
何
を
話
そ
う
が

差
支
え
も
な
か
っ
だ
っ
と
こ
ろ
が

昨
年
十
二
月
二
日
ビ
ッ
ツ
パ
ー
グ

で
開
か
れ
た
第
四
回
講
習
は
参
加

者
が
限
ら
れ
て
は
い
た
が
「
公
開
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
会
合
で
Ａ
Ｅ

Ｃ
原
子
炉
開
発
部
海
軍
用
原
子
炉

課
長
リ
ン
コ
‐
バ
‐
海
軍
退
役
少

将
が

、
「
シ
ン
ピ
ン
グ
ポ
ー
ト
で

建
設
中
の
六
万
確
加
圧
水
型
原
子

力
発
電
所
で
は
当
初
の
発
電
原
価

は
五
十
二
ミ
ル
（
一
ミ
ル
は
千
分
の

一
が
、
つ
ま
り
五
十
二
ミ
ル
は
十
八

円
七
十
二
銭
）
に
な
る
」
と
至
極
あ

た
り
ま
え
の
顔
で
発
表
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
新
聞
記
者

連
が

「
ど
う
も
今
ま
で
と
話
が
ら

が
う
よ
う
だ
」
と
騒
ぎ
出
し
、
十

二
月
六
日
に
は
商
務
省
講
堂
で
特

別
記
者

会
見
を
行
い
、　
ス
ト
ロ

ー
ズ
委
員
長
以
下
原
子
炉
関
係
の

≡　
‐高い
現
実
ョ
安
い
ピ
い
う
宣
伝
≡

職
員
総
出
で
陳
弁
こ
れ
つ
と
め
る

始
末
。
だ
が
、
加
圧
大
型
と
い
え

ば
米
国
が
輸
出
第

一
号
発
電
炉
の

型
式
と
し
て
そ
の
有
用
性
を
宣
伝

し
て
き
た
も
の

（
日
本
に
も
す
で

に
昨
秋
ウ

ェ
ス
チ
ン
グ
社
か
ら

一

万
陶
の
も
の
の
引
合
が
あ
っ
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
）
だ
け
に
、
騒

ぎ
は
な
か
な
か
お
さ
ま
ら
な
い
。

自

日

下

の

十
八
円
七
十
二
銭

さ
て
こ
こ
で
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
発
表

に
よ
っ
て
、
目
下
建
設
中
の
加
圧

大
型
原
子
力
発
電
所
の
発
電
原
価

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
好
事
家
の
た

め
に
要
約
し
て
お
こ
テ
ｏ

現
在
の
計
画
で
は
発
電
原
価
は

一
路
時
五
十
二
ミ
ル
に
な
る
。
そ

の
内
訳
は

（
イ
）
固
定
費
十
五
ミ
ル

（建
試

費
四
十
七
百
万
が
、
う
ち
原
子
炉

部
分
三
千
七
百
万
が
。
固
定
費
率

を
年
十
四
％
、
負
荷
率
八
十
％
と

と
し
て
算
出
）

（
口
）
燃
料
費
三
十
九
ミ
ル

（燃

料
体
の
費
用
千
八
百
万
が
う
ち
ウ

ラ
ン
費
用
百
八
十
万
び
。
使
用
可

能
時
間
八
千
時
間
と
し
て
算
出
）

（
ハ
）
運
転
維
持
費
〓
ミ
ル

（従

業
員
百
二
十
九
名
、
初
期
運
転
に

伴
う
維
持
費
を
見
込
む
）

（
二
）
貸
方
五
ミ
ル

（消
費
済
燃

料
体
中
の
ウ
ラ
ン
ｏ
ブ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
引
取
る
価
格
。
つ

ま
り
消
費
済
燃
料
体
の
残
骸
価
格

約
二
百
五
十
万
が
と
い
う
こ
と
に

相
当
す
る
）

（
イ
）
プ
ラ
ス
（
口
）
プ
ラ
ス
（
ハ
）

マ
イ
ナ
ス
↑
じ
＝
五
十
二
ミ
ル
ｃ

高
く
な
る
理
由
と
し
て
は
、
こ

の
発
電
所
は
主
と
し
て
原
子
力
発

電
技
術
の
進
歩
を
目
的
と
し
て
た

て
ら
れ
た
も
の
で
、
例
え
ば
、
熱

交
換
器

（
四
個
）
や
特
殊
ポ
ン
ブ

の
よ
う
に
一
つ
以
上
の
装
置
を
使

う
も
の
は
、
数
個
の
メ
ー
カ
ー
か

ら
別
々
に
購
入
し
て
使
用
す
る
、

と
い
ぅ
よ
う
な
無
駄
が
あ
る
た
め

だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
建
設

費
が

一
路
六
百
三
十
び
と
高
い
理

由
の
説
明
に
は
な
る
が
、
発
電
原

価
の
四
分
の
三
を
占
め
る
高
い
燃

料
費

の
説
明
に
は
な
る
ま
い
。

（
な
お
使
用
可
能
時
間
八
千
時
間

と
い
う
の
も
、
今
後
の
進
歩
を
見

越
し
た
数
字
で
あ
る
じ

Ａ
Ｅ
Ｃ
は
、
し
か
し
改
良
に
よ

っ
て
安
く
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
と
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。
ま
ず
改
良

の
第

一
段
階
と
し
て
、
六
万
臨
で

は
な
く
九
万
路
の
発
電
が
で
き
て

一
万
時
間
使
用
で
き
る
燃
料
体
が

運
転
開
始
後
二
年
た
て
ば

（
つ
ま

り

一
九
五
九
年
に
は
）
出
来
そ
う

で
あ
る
と

い
い
、　
そ
れ
を
使
え

ば
発
電
原
価
は

一
臨
時
三
十
九
ミ

ル

（
十
四
円
四
銭
）
に
な
る
と
い

う
。
そ
の
内
訳
―
―
固
定
費
九
ミ

ル
、燃
料
費
三
十
二
ミ
ル
、運
転
維

持
費
ニ
ミ
ル
、
貸
方
四
ミ
ル
。

一
九
六
五
年
以
後
に
な
れ
ば
も

っ
と
下
る
と
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
説
明
に
は

苦
悶
の
状
が
み
え
る
が
、
そ
の
頃

に
な
れ
ば
九
万
路
の
炉
心
を

一
万

六
千
時
間
使
え
る
よ
う
に
な
り
建

設
費
も
設
計
の
改
良
で
下
り
経
験

一
中

ヽ

嗜
・積
ん
で
従
業
員

の
数
も
減
ヶ
せ

る
か
ら
、
十
年
後

の
コ
ス
ト
を
思

ぃ
き

っ
　

ヽ
て

一
諮
時
十
理

ミ
ル

（
五

‥
‥
」
置
臓
Ｆ

Ｉ
，

し
て

「
消
費
者
に
迷
惑
か
け
て
ま

で
原
子
力
発
電
に
と
び
つ
く
わ
け

に
は
い
Ｐヽ
ぬ
」

，
こ現
を
か
か
え
た

渋
取
消
し
た
と
い
う
、
日
く
つ
き

の
予
想

コ
ス
ト
で
あ
る
。

こ
の
票
子
力
発
電
弄
ｔ
ｔ
手
町

見
当
に
な
る
の
が
大
体
十
年
後
と

み
て
お
く
の
が
常
識
で
み
ろ
う
。

一
■

●
ｒ
ヽ
′
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ヽ
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ヽ
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[月 1表】 本 国 の 原 子 力 発 電 の コ ス ト予 博

シッピングポート(6万及び9万 kW)シ カゴ (18万
=w)

当初(1958年 頃)改良後(1965年以後)(1960年頃完成予定)

6 3 0 ドフレ        ー3 0 0 ドノン       ー2 5 0 ドフレ

(6万kW)    (9万 kw)(9万 kWな ら約380ドル)

52 ミル            14 ミツレ 7.8ミ フレ
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を
積
ん
で
従
業
員
の
数
も
減
ら
せ

る
か
ら
、
十
年
後
の
コ
ス
ト
を
思

い
き
っ
て
一
稲
時
十
四
ミ
ル

（
五

円
．囲
銭
）
と
算
出
し
た
。
そ
の
内

訳
―
―
固
定
費
六
ミ
ル
、
燃
料
費

九
ミ
ル
、
運
転
維
持
費

一
ミ
ル
、

貸
方
ニ
ミ
ル
．

米
国
で
は
入
力
発
電
原
価
は
一

臨
時
菫
ミ
ル
乃
至
七
ミ
ル
で
あ
る

し
、
現
在
で
は
五
十
万
ボ
ル
ト
の

高
圧
送
電
が
計
画
さ
れ
遠
隔
地
域

の
高
電
価
も
解
消
し
つ
つ
あ
る
の

だ
か
ら
、
巨
額
の
税
金
を
消
費
し

て
原
子
力
発
電
を
開
発
し
て
い
っ

て
も
、
十
年
後
に
や
っ
と
入
力
発

電
原
価
の
一・一―
三
倍
に
し
か
下
が

ら
な
い
、
と
い
う
の
で
は
納
税
者

が
お
き
ま
ら
な
い
。

石
炭
の
高
い
日
本
で
も
入
力
発

電
の
発
電
原
価
は
効
率
の
上
昇
な

ど
で
下
が
り
つ
っ
あ
り
、
す
で
に

一
臨
時
四
円

（
十

一
ミ
ル
）
程
度

の
も
の
が
で
き
て
い
る
現
在
、
原

子
力
先
進
国
の
米
国
で
十
年
以
上

た
っ
て
や
っ
ど
十
四
ミ
ル
と
い
う

の
で
は
、
あ
ま
り
に
も
な
さ
け
な

い
。
東
京
都
民
の
電
気
を
環
る
東

電
社
長
高
井
氏
が
米
国
か
ら
帰
国

し
て

「消
費
者
に
迷
惑
か
け
て
ま

で
原
子
力
発
電
に
と
び
つ
く
わ
け

に
は
い
か
ぬ
」
と
頭
を
か
か
え
た

（
二
月
二
十
日
毎
日
新
聞
）
の
も
、

こ
れ
ま
た
無
理
の
な
い
話
だ
。

安
い
幽
霊
は
踊
る

「
話
が

ち
が
う
」

と
セ
ー
ジ
ー

氏
が
怒
る

の
は
も
っ
と
も

で
あ

つ
、
「
原
子

力
発
電

は
近

い
う

ち
に
大
力
発
電
と
経
済
的
に
競
争

出
来
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
宣

伝
が
米
国
内
で
も
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
き
も

い
り
で
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
た
。
そ

の
最
も
底
ぬ
け
の
も
の
は
、
コ
モ

ン
ウ

ェ
ル
ス
・
ェ
ジ
ソ
ン
社
の
発

電
原
価
の
見
積
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
日
本
の
原
子
力
委
員
長
正
力
氏

が
飛
び

つ
き
、
「
三
年
計
画
で
シ

カ
ゴ
に
つ
く
ら
れ
る
十
八
万
磁
原

子
力
発
電
．所
で
は
発
電
原
価
が
七
¨

ミ
ル

（
二
円
五
十
二
銭
）
だ
か
ら

日
本
の
人
力
発
電
の
半
分
だ
。
早

く
発
電
炉
協
定
を
結
び
た
い
」
と

放
言
し
て
正
月
早
々
一
波
瀾
を
ま

き
お
こ
し
、原
子
力
委
員
湯
川
氏
・

有
沢

氏
等

の
逆
鱗
に
触
れ

て
、

「
発
電
炉
協
定
云
々
」
だ
け
は
渋

（
イ
）
固
定
費
十
二
ミ
ル

（建
訳

渋
取
消
し
た
と
い
う
、
目
く
つ
き^

の
予
想
コ
ス
ト
で
あ
る
。

こ
の
原
子
力
発
電
所
は
昨
年
初

め
に
、
コ
モ
ン
ウ

ェ
ル
ス
社
等
五

つ
の
会
社
か
ら
な
る

「
原
子
力
発

電
グ
ル
ー
プ
」
が
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
建
設
一

許
可
を
ね
が
い
出
た
も
の
で
、
沸

騰
水
型
発
電
炉
を
使
用
・す
る
原
子

力
発
電
所
。
原
子
炉
の
製
造
は
米

原
子
力
産
業
の
中
で
ツ
ェ
ス
テ
ン

グ
社
と
は
ラ
イ
バ
ル
の
地
位
に
あ

る
ゼ
む
フ
ル
エ
ン
ク
ト
リ
ッ
ク
社

（
Ｇ
Ｅ
）
が
受
け
も
つ
。

さ
て
コ
モ
ン
ウ

ェ
ル
ス
社
の
方

の
発
電
原
価
は
、
ま
だ
ペ
ー
パ
ー

プ
ラ
ン
の
段
階
に
あ
る
発
電
所
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
す

こ
ぶ
る
漠
然
と
し
て
い
る
。
お
千

ン
ウ

ェ
ル
ス
社
の
も
の
を
前
記
加

圧
水
型
と
対
比
し
て
別
表
に
掲
げ

ツリ
。こ

の
表
で
み
る
と
、
ま
ず
建
設

費
の
点
で
は
ョ
モ
ン
ウ

ェ
ル
ス
社

の
方
が
Ａ
Ｅ
Ｃ
よ
り
も
五
年
程
気

が
早
い
こ
と
が
わ
か
る
。

建
設
費
が
キ
ロ
ソ
ッ
ト
三
百
が

（
十
万
人
千
円
、
現
在
の
日
本
の

入
力
発
電
所
よ
り
五
割
高
程
度
）

誠
廣
も
謬
〓
ｃ
己
５
■
一

見
当
に
な
る
の
が
大
体
十
年
後
と

み
て
お
く
の
が
常
識
で
あ
ろ
う
。

五
年
の
差
を
除
外
し
て
考
え
て

み
る
と
ヽ
最
も
ひ
ど
い
く
い
ち
が

い
は

「
燃
料
費
」
で
あ
る
。
現
在

と
く

に
濃
縮
ウ

ラ
ン
は

「
売
ら

ん
」
に
通
じ
、
貸
与
に
限
ら
れ
、

そ
の
価
格
は
専
ら
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
貸
与

政
策
で
自
由
に
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
将
来
の
政
策
を
最

も
よ
く
知
る
も
の
は
Ａ
Ｅ
Ｃ
で
あ

ろ
う
の
に
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
十
年
先
に
´

せ
い
ぜ
い
七
ミ
ル
と
予
想
し
て
い

る

一
方
で
、　
コ
モ
ン
ウ

ェ
ル

ス

社
の
方
は
五
年
先

に
は
ニ
ミ
ル

だ
、
と
い
っ
て
い
る
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
原
子
炉
型

式
の
相
違
に
帰
す
る
に
は
あ
ま
り

に
ヽ
大
き
な
差
で
あ
る
。
こ
の
間

の
事
情
の
本
質
は
、
す
で
に
前
記

セ
ー
ラ
ー
代
議
士
に
見
抜
か
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち

「
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
無
鉄
砲
に
も
原
子

力
を
電
力
源
に
仕
立
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。
…
も
し
政
府
が

原
子
炉
の
建
設
を
補
助
し
、
も

し
政
府
が
原
子
力
発
電
所
の
事

故
で
お
こ
り
う
る
危
険
を
保
証

し
、
も
し
政
府
が
民
間
会
社
に

対
し
て
原
子
力
開
発
に
伴
う
支

出
を
保
証
し
、
も
し
政
府
が
原

子
燃
料
を
生
産
原
価
以
下
で
供

給
し
、
も
し
政
府
が
原
子
燃
料

の
化
学
処
理

と
原
子
灰
の
処

分
を
補
助
す
る
な
ら
ば
、
そ
う

す
れ
ば
原
子
力
奎
電
が
主
要
な

電
力
源
に
な
る
こ
と
位
至
極
当

り
前
の
こ
と
で
面
白
く
も
お
か

し
く
も
な
い
話
で
あ
る
」
（
Ｍ
）

ゆ・　ｍ中嘩峠

熱
　
朧
固
燃
運

設

　

予嘔
ｒ
サ
ー
、

建

　

発
　
内
　
訳

15

34

8
■
卜

‐１１１‐■
＝
■
一一■
―！‥‐■
一

(注)燃料費はいずれも実質費用.固定費率はいずれも年約14%●


